
研究の目的

技術の説明

主 な 結 論

実験では様々な梁部材を製作し、曲げせん断載荷実験を実施することにより破壊に至るまでの挙動を評価して

います。また解析では引張り軟化特性を逆解析により評価しFEMモデルに適用しています。

Ductalは反応性微粉末コンクリート（Reactive Powder Concrete）と鋼繊維（又は有機繊維）からなり、超

高強度と高靭性を両立させた画期的な材料です。このDuctalを構造物に適用する場合、従来のコンクリートとは

比較にならないほどの軽量化や耐久性を考慮した設計が可能となります。本研究はDuctalを用いて構造部材を設

計・施工する際に必要となる基本的な情報を収集するための実験および解析に関する研究です。
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実験結果からDuctal梁部材の耐荷および変形性能を把握することができました。また高い性能を維持するために

は打設方法が重要な課題になることが分りました。引張り軟化特性を考慮したFEM解析では実験結果を良く模擬

しており、Ductal部材の非線形挙動を評価することが可能であると考えています。
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